
                                     SERVICE CLUB TO THE  YMCA    
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 名古屋グランパス ワイズメンズ クラブ 
       NAGOYA YMCA   1-2-7 HARUOKA CHIKUSAKU  NAGOYA 464-0848 JAPAN 

 

国際会長主題     “YES,we can change”「私たちは変えられる」 

アジア会長主題    “Action”「アクション！」 

西日本区理事主題   「未来に残すべきものを守り育てる」 

中部部長主題       「ワイズ総活躍中部」 
クラブ会長主題    「新たな展開に向けて」～クラブの扉と心を開いて仲間を受け入れよう～ 

                                                                                                                                                                                                                                                                   

                                   2019 年3 月号 
           

―――――――――――＜今月の聖句＞――――――――――― 

主に望をおく人は新たな力を得、鷲のように翼をはって上る。 

走っても弱ることなく、歩いて も疲れない。                                   

イザヤ書 40 章 31 節         

クラブホームページ：http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2018-2019.pdf 

                   

  
 

◎ ３月第一例会            (担当)下村 

デコパージュ体験＋ランチ会 
と き：３月２３日（土） 

時 間：１０：００～１６：００ 

ところ：名古屋ＹＭＣＡ本館  

⚫ デコパージュ体験材料代  (1000円) 

⚫ 「粋翔庵」懐石料理コース （3500円）  
050-5596-8004 

名古屋市千種区池下 1-6-6 ナビオ地下 1階  

 

＠ ３月第二例会      (担当)高田 

と き：３月１９日（火） 

時 間：１９：００～ 

ところ：名古屋ＹＭＣＡ本館  

 

 

 

 

 

◎ リーダー感謝会  (担当)吉田・服部 
 と き：３月 １７日（日） 

ところ： 南山ＹＭＣＡ 

 時 間：１６：００～  

  

◎ ３・１１チャリティーウォーク 

   美濃路を歩く (ホスト)東海クラブ 
と き：３月３０日（土）９時３０分集合 

ところ：堀川五条橋 集合 (添付資料) 

会 費：１，０００円 

◎ ３・１１東日本大地震追悼会 
と き：３月１１日（月） 

１１:３０～ (１４:４６分黙とう) 

ところ：矢場公園  
https://tsuitou-aichinagoya.jimdo.com/チラシ/ 

 

2

月   

例

会 

   例     会     出     席     状     況    B  F ポイント クラブファンド（月） 

在  席  者 14名 第  1  例  会  8名 当   月 ・ 切   手  ニコ BOX ノート  

例会出席者 8名 第  2  例  会 5名 当   月 ・ 現   金  感 謝 ファンド  

当月出席率  57% そ の 他   3名 累              計  累          計   

 

“TO  ACKNOWLEDGE  THE  DUTY  THAT  ACCOMPANIES  EVERY  RIGHT” 

＝強い義務感を持とう。義務はすべての権利に伴う＝

２０１９年 3月例会他ご案内 

がんばれ日本 がんばるワイズ 
 

http://www.ys-chubu.jp/main/gburiten/grampus2018-2019.pdf


    ２月 第一例会議事録        

 

 ２月第一例会議事録 
               書記 高田士嗣 

開催日時：2019年 2月 13日（水）19時～21時  

会  場：名古屋ＹＭＣＡ５階        

出席者：阿部、荒川、遠藤、高田、吉田、早川、 

服部、松原 

欠席者：青木、下村、坂口、信田、坂野、三井  

 

１．開会点鐘 

２．ワイズソング斉唱 

３．総  会 

  2019-2020クラブ体制について 

（別紙 2019-2020 体制表参照） 

(1) 次期体制は今期体制がベース（吉田次期会長

要望）。変更箇所は「吉田会長」「坂口副会長」

「下村書記」「信田ＹＭＣＡバザー委員会委員」

「坂野日本語学院支援担当」 

(2) 一泊例会は 6月 29～30日でびわ湖を予定 

(3) 第一例会は第一月曜日、第二例会は第三月曜

日に開催。時間は 19：00 から。 

会場は浅間町の日本語学院を予定。 

４．議  事 

(1) 日本語学院支援について 

別紙議案書により会長から提案があり、賛成

多数（8名＋委任 3名）で承認された。基金

に 30,000円支援する。ただし日本語学院か

らの収支報告書が条件。将来的には傷害保険

等も含めて検討が必要。                  

５．協  議 

(1) ピンクシャツデーについて  

今年のピンクシャツデー最終日は 2月 27日

（水）。 

講演会開催：2月 15日（金）時間：19：00

～20：30 場所：名古屋 YMCA 自由参加 

    講 師：田口努さん（横浜 YMCA総主事）。 

参加者は荒川会長。 

(2) リーダー感謝会について（第二例会へ） 

懇親会準備のクラブ支援を決定。各担当の割

振りも了承した。リーダーの希望を優先し食

材の数量は第二例会で決める。 

(3) ＤＢＣ交流会開催について 

（4月１３日（土）～4月 14日（日）） 

   服部担当より合同例会案内と出欠確認資料

が後日メンバー全員宛てに配信される。 

(4)  名古屋 YMCA リーダーOB/OG 会「花」設立に

ついて 3月 17日のリーダー感謝会の前（13：

00）に説明会を開催。1年間のテスト活動を

通じて状況（日和田キャンプ場、リートレ支

援等）を観て、設立は 2020 年 3月に１年先送

りする。各ワイズへの説明は 19日名古屋クラ

ブ第二例会、２１日東海クラブ・南山クラブ

第二例会で行い、併せて支援要請をする。 

(5) 次々期中部のホストについて  

四日市クラブが今年度末で解散予定。従って

輪番制で次期は南山クラブ（小林部長）、次々

期はグランパスクラブがホストクラブとなる。

次々期部長候補は今年度中に選出する必要が

ある。 

(6) メネットのＹＭＣＡ家族会員登録について 

 ＹＭＣＡ会員増員計画協力の一環でメネット

の会員登録は以前確認した。家族会員登録費 

（メン＋メネットで 12,000 円+8,000 円=20､000

円）は確定申告で 40％控除される。 

※計算式 

（20､000円－2､000 円）×0.40＝7､200円（控除額） 

  メネット会員登録はクラブメンバー各自の判

断。登録希望者は今期は服部会計に 8､000 円

支払う。来期からはクラブ年会費に個別に

8000 円追加徴収する。ＹＭＣＡへの会員申込

みは会計から一括振込みとする。 

６．報  告 

(1)とやまクラブ設立総会について  

清水会長及び役員が承認された。「富山 YMCA」

の支援が活動の中心。5月 11 日チャーターナイ

トのお祝いをどうするか別途検討を要する。 

金沢クラブはクラブバナーを寄贈予定。 

(2)その他 

 ① 3月 4日～9日 フィリピンのアルバイで 

ワークキャンプ開催。参加は中井、熊崎、 

リーダー2名。後日報告会開催 

 ② 遠藤連絡主事は、次年度は名古屋ＹＭＣＡ

本館勤務決定および日和田キャンプ場長に 

就任予定。 

 ③ 7月のアジア大会を最後の東北被災地応援

ツアーと絡める案と可能であれば一泊例会並

行開催案が阿部君より提案された。情報収集

し後日検討する。 

６．当面の予定（赤字：オフィシャルプログラム） 

(1) 2月 15日（金）ピンクシャツデー 

(2) 2月 19日（火）第二例会  

ピンクの物を身に着け参加する 

(3) 2月 23日(土)～24日(日)スキーキャンプ 

(4) 3月 1日（金）特別委員会（荒川）  

(5) 3月 9日（土）～10 日（日） 

次期会長・主査研修会 

 (6) 3月 13 日（水）3月第一例会 

（ドライバー：下村）日程変更予定 

(7) 3月 17日（日）リーダー感謝会 

(8) 3月 19日（火）3月第二例会 

(9) 3月 20 日（水）ワイズ連絡会 

(10)3月 25日（月）～28日（木）スキーキャンプ 

(11)3月 30日(土)チャリティーウォーク 

追加：3月 11 日（月） 

矢場公園で東日本大震災の追悼式典 

            

以上 



 

    ２月 第二例会議事録       
 

２月第二例会議事録 
                  書記 高田士嗣 

開催日時：2019年 2月 19日（火） 

19時～20時 30分  

会  場：名古屋 YMCA本館５階        

出 席 者：阿部、荒川、遠藤、高田、服部、早川 

欠 席 者：青木、坂口、信田、下村、坂野、松原、

三井、吉田  

議  事 

1．協  議 

(1) 次々期中部部長の選任について 

協議の結果次々期中部キャビネットは下記の 

候補者とした。なお、ホストクラブ受諾の件は柴 

田中部部長に、次々期中部部長の件は次期小林部 

長に報告するとした。正式には第三回中部評議会 

の決議による。  

(候補者) 

 次々期中部部長：早川政人君、 

書記：荒川恭次君、会計：服部庄三君、 

事務局長：高田士嗣君 

(2) ピンクシャツデー写真撮影    

 
(例会終了後の撮影)   

(3) リーダー感謝会について 

・日程は次の通り。 

13：00～14：30 OG/OB説明会 担当：阿部君 

16：00 リーダー感謝会開始 

17：30 食事会用テーブル配置 

・日本語学院の生徒でボランティア活動をしてい

るリーダーも案内するか未定。 

・費用の残金ある場合は OB/OG会に寄付。ワイズ

の参加人数で額の多少が決まる。 

・遠藤主事から参加人数、食事メニューとレシピ 

の提案があり打ち合わせた。食事準備の最終打 

ち合わせは信田君参加で 3月 5日（火）19：00 

から YMCA本館で開催 

・当日グランパスメンバーは 14：00南山ＹＭＣＡ

に集合する。 

・阿部君は途中名古屋クラブ第二例会に OB/OG会

の趣旨説明に出席 

(4) ＤＢＣ交流会開催について 

4月第一例会（4月 13日（土）～４月 14日（日）） 

グランパス 16 名（服部担当からメール配信予定）。

京都東稜クラブは 25 日に回答の予定。翌日 14日

は「はまぐりプラザ」「諸戸邸」等予定。 

(5)  3月第一例会について（日程変更） 

3月 23日（土）10：00～16：00 ランチあり 

 デコパージュ体験＋ランチ会で、メネットさん 

大歓迎。講師は松原メネットのデコパージュの先 

生にお願いする予定。15名程度まで対応可。体験 

の材料代は 1人 800 円程度。 

２．報  告 

(1) とやまクラブチャターナイトついて 

（5月 11日～12日） 

チャーターのお祝いについては、金沢クラブはラ 

ブバナーの贈呈、名古屋４クラブは合同でお祝い 

をするか協議する。 

※別紙「設立総会次第」「とやまクラブメンバー名 

簿」添付資料参照 ３.(1) 

(2) その他 

・行事予定表の 4月の第二例会 22日（火）は 

  23 日（火）に修正 

・東北被災地応援ツアーはアジア大会（7月 19 

日（金）～21 日（日））参加に替えて支援とす 

る。アジア大会参加者は各自でネット登録を行 

う（旅工程の詳細は阿部君からメール配信予定） 

３．その他 

 (1)3月ブリテン原稿依頼（締切：2月 26日（火）） 

  ① 2月第一例会・・・・・・高田書記（済） 

  ② 2月第二例会・・・・・・高田書記 

  ③ とやまクラブ設立総会・・・・・ 早川 

  ④ ピンクシャツデー講演・・・・  荒川 

  ⑤ スキーキャンプ＆クランボクラブ・荒川 

  ⑥ ＹＭＣＡたより・・・・・・   遠藤 

４．当面の予定 

（クラブオフィシャルプログラム：太字）  

(1) 3月 1日（金）ワイズ将来構想特別委員会 

（荒川）（大阪） 

(2) 3月 9日（土）～10 日（日） 

次期会長・主査研修会（吉田、松原、荒川）（大阪） 

(3) 3月 17日（日）リーダー感謝会（南山） 

(4) 3月 19日（火）3月第二例会 

(5) 3月 20日（水）ワイズ連絡会 

（服部事務局、荒川会長） 

(6) 3月 23日(土) 3 月第一例会 

（ドライバー：下村）10:00～16：00 ランチあり 

(7) 3月 23日（土）神沢保育園卒園式サポート 

（写真撮影）                

(8) 3月 30日（土）チャリティーウォーク 

（東海クラブホスト）添付資料参照 ３.(2) 

(9) 3月 30日（土） 神沢保育園入園式サポート 

（写真撮影） YMCA のスタッフで写真撮影が

できるようにお願いする 

 



 

     ピンクシャツデー集会        
 

 
(参加者のピンクアピール) 

 

と き：2019年 2月 15日（金）19：00～  

ところ：名古屋ＹＭＣＡ本館 

荒川恭次 

 今年もピンクシャツデーのシーズンに入った２月

１５日に「ピンクシャツデー集会」が開催されまし

た。参加者はＹＭＣＡに集うユースリーダー、職員、

ワイズメン、一般会員等。今回は横浜ＹＭＣＡの田

口努総主事のお話を聞いて「いじめを無くそう」意

識を高めました。 東日本大震災による各地へ散っ

た福島原発避難者の子供たちへのイジメは現実にあ

りました。深刻なイジメは相当数ありこれが現実化

と耳を疑いました。イジメは「被害者」と「加害者」

だけの問題ではなく、周りの「傍観者」も大いに影

響を耐えている。また、イジメの起こる原因は不満

やストレスのはけ口としての攻撃行動等々、イジメ

に関する多くの知識を得ることができました。すべ

てを報告するにはとても紙面が足りませんので、機

会あれば画像データーで説明します。私たちはピン

クシャツデーの思想をよく理解してこの運動を広め

たいものです。 
 

 
(田口総主事によるイジメ撲滅講義) 

 

 

とやまワイズメンズクラブ設立総会報告        
 

                   早川政人 

とやまワイズメンズクラブ設立総会に出席しました。 

荒川ワイズの車で下村ワイズと３名で富山まで向か

いました。途中は少し渋滞をして予定時間より少し

遅れましたが、午前中に市内に入りました。早めの

昼食をブラックラーメンに決定。出てきたラーメン

は汁が黒く味が濃い感じではありましたが 意外に

あっさりとして美味しくいただきました。設立総会

にはまだ時間が有り、富山市内の富山ガラス美術館

でガラスのオブジェを鑑賞し余りにも素晴らしく美

しさにも感動をしました。その後高志の国文学館に

寄り倉本聰さんの点描画にも触れ、総会会場の会場

に着きました。設立総会の会場はとやま自由館で始

まりました。親クラブの金沢クラブの幸正会長から

開会宣言から始まり、遠藤理事、富山 YMCA の松田総

主事からの設立準備経緯を現在金沢クラブ在籍の清

水ワイズが説明され、富山クラブが正式に 5月 11日

〜12日にチャーターナイトを開催することが総会で

決まり又、クラブ役員も承認されまました。 

 

 
(清水会長の挨拶) 

 

 
(とやまクラブメンバーと遠藤理事) 

 

とやまクラブ 清水会長・中島副会長・島田書記・

松浦会計含め、16名で（2月 11 日現在）新しく出発

します。久々の中部のチャーターナイトです。是非

中部各クラブを始め西日本区でお祝いをしたいと思

います。総会の後は懇親会もあり、富山ＹＭＣＡの

合唱のメンバーがコーラスでより一層の盛り上がり

がありました。翌日は富山 YMCAの二カ所のこども園

を見学しました。こども園は園庭も広く木の香りが

いっぱいでのびのびと子供達が遊ぶ環境が羨ましく

思います。帰路に着く前に新湊きっときと市場で海



 
鮮の美味しい品々を食べ満腹なり一路名古屋へ向か

いました。富山へ遠くから出席された各ワイズの皆

さん御苦労さまでした。５月のチャーターナイトに

再会しましょう。 

 

 
(設立総会後の集合写真) 

 

 

    今 後 の 予 定       
 

4月 13～14日(日) 東稜クラブ DBC 交流会 

4月 23 日(火) 第二例会 

5月 3～4日(金・土）リーダートレーニング支援 

5月 15 日(水) 第一例会  

5月 21 日(火)）第二例会 

 

 

    Ｙ Ｍ Ｃ Ａ た よ り      

 

2 月のピンクシャツデーのキックオフの会では、

横浜 YMCAの田口総主事に来ていただき、ピンクシャ

ツデーのはじまりやいじめについての学びの時間と

なりました。 ピンクシャツデーの始まりのように、

2人の学生の働きが世界 70カ国へ広がっていくこと

ができること、加害者と争うということでなく、弱

者に連帯することで問題を解決していく姿勢を意識

することができました。 参加者は、リーダー、リ

ーダーOBOG、ワイズ、スタッフと様々な方にご参加

いただきました。 

3 月も行事が続きますが、みなさまのご参加ぜひよ

ろしくお願いいたします。 

 

3月 11 日（月）東日本大震災追悼式 

    13：30～ 矢場公園 

3月 17 日（日）リーダー感謝会    

   16：00～ 南山 YMCA 

3月 30 日（土）チャリティーウォーク 

   9：30～  堀川の五条橋集合 

 

 

名古屋グランパスクラブ 

連絡主事 遠藤美恵子                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             

 

      そ の 他              

        
１． 今月の誕生日 

 

 
     

３月１１日（服部 智子）      

３月１６日（吉田ゑま子） 

 

 

 

２． 例会等出席状況 

 

No. 氏 名 
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13 
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一
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会 
 

2 
/ 

19 
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会 
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 /  
10 
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ま
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ラ
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ピ
ン
ク
シ
ャ
ツ
デ 
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キ
ッ
ク 
オ
フ 

1 青木 哲史     

2 阿部 一雄 〇 〇   

3 荒川 恭次 〇 〇 〇 〇 

4 遠藤恵美子 〇 〇   

5 坂口 功祐     

6 信田伊知郎     

7 下村 明子   〇  

8 高田 士嗣 〇 〇   

9 服部 庄三 〇    

10 早川 政人 〇 〇 〇  

11 坂野 清治     

12 松原   誠 〇    

13 三井 秀和     

14 吉田 一誠 〇    

      

 計  8 5 3 1 

 

３. 添付資料 

(1)とやまクラブ設立発起人名簿と設立総会次第 

       別紙参照 
 

(2)３・11チャリティーウォーク美濃路を歩く 

別紙参照 
 



 

  クランボクラブ２月例会レポート         
 

 
 

と き：2019年 2月 18日（月）  

ところ：やぶはらスキー場 

     荒川恭次 

 スキーシニア教室のクランボクラブは、ヤブハラ

スキー場で毎月開催されるシニア（５０歳以上）の

会合です。１月の例会に初めて参加し薄れかけてい

たスキーの楽しさに目覚め、ぜひ２月も参加しよう

と体調整えての参加でした。名古屋の仲間は１名増

の５名での参加ですが、班分けで先生はそれぞれ違

いました。先生ももちろんシニアです。スキーを愛

する参加者のレベルは高く、並みのシニアではない

ことは１月で実感しましたが、今回の先生の指導は

細かく、滑走スピードを抑えてスキーをズラして回

転させるという高度な技を伝授できました。これま

で自分のイメージしていたカービングスキーとは違

ったアプローチで、外向傾姿勢（写真参照）を保つ

ため筋力を必要とし、終われば久々の筋肉痛でした。

「ぼーと滑ってんじゃねぇよ！」とのことでした。 

２回目の参加でしたが、この体力（筋力）まだまだ

行けると自信が出てきました。 

 
 

 

  第２８回アジア太平洋地域大会    

 

以下 「引用:東日本区公式ホームページより抜粋」 

 

 

 

 

【 大会のテーマ 】 

今大会のテーマ、「Action！前へ進もう」とは、 

仙台を始め東北地方を中心に被災した「東日本大震

災」により、今も多くの方々が悲しみの中にあるも

のの、その被災者の方々が、共に助け合い復興のた

めに活動をされている現状を直接見ることで、今後、

我々に何ができるのかを、参加者一人一人が考え、 

行動に移して頂きたいという願いを込めて考えたも

のです。 

 

１. 被災した方々のこれまでの活躍を理解し  

今後のサポートのあり方を考える。 

地震と津波により被災をし、復興に携わって来られ

た YMCA スタッフやワイズ、 

さらに地元ボランティアを交えたトークショーと、

復興をテーマにした歌や映像を交えて、 

被災から復興までの流れを理解し、今後のサポート

を考えるきっかけとします。  

 

２. 被災地を訪れ、復興の状況と現在と 

今後の課題を理解する。 

2日目は、1日かけてバスツアーにより被災地訪問を

行い、復興の今を体験します。 

バスの移動中には、語り部による貴重な体験談を聞

きくことで被災地の理解を深めつつ、 

現在の課題、及び今後の課題を考えます。  

 

３． 名所訪問や食を通して地元の方々と交流する。 

仙台の名所訪問や豊かな食と地元の名産品の買い物

体験等をとおして、地元の方々との交流を楽しみな

がら、現在の仙台の理解を深め、今後、我々の可能

な復興支援の在り方を考え、大会後の具体的な復興

支援に向けた行動を促します。 

 

 

 

【 仙台国際センター 】 

仙台国際センターは、「会議棟」「展示棟」で構成

され、一体利用することで 6,000人規模の大規模催

事が開催可能な国際コンベンションセンターです。 

また、仙台駅から市営地下鉄東西線により「国際セ

ンター駅」下車、乗車時間 5 分と大変便利です。 

 

《 住所 》 

〒980-0856 宮城県仙台市青葉区青葉山 
 
>> 仙台国際センター公式HP <<  
http://ys-asia2019.ne.jp/jp/index.html 

 

http://www.aobayama.jp/






 


